

































ライフ ニ ッツのある刀打1iの臼~を Tーがかりにして 、 その jたノド的な枠組みを読み換え
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こと j をはて、そこに l"iJU.'Jに彼について~'~に Jえるすべての述1iH、たとえダリウ





i ~l< (これはライフニッツの故初の片作である f例外b~t .fll~の形而 I-:'l:的 l>tl l命J 1663 









て、 「必然、↑t(必然(10~'CflID Jと If問問~'t/l: (偶然的 ~\}111) Jをlベ日1)するということ
がまず始めにあったのだと与えられる。
I SI，'，!:h Jr. Kじ I.I'，II/IIZ^ .1 ru，wltl .1 (i哨川II'III:.ry()n 1'1." C"II"("IIOIIdrll("('. 1'，'¥ 1田，、‘111.(JI:d，山.
YlIl，'1 川、川、1I~ ，'，‘、， I ~J~ '0. " :; I 
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いことになってしまうからである。 J(G I55 56) 
また『弁神論JEssais dc Theodicecの第l部8節には、 ft1tがJU/'(~・なるものをそ
の中から選ぶべきであるような無数の可能世界(mondespossibles)があるJ(G VI 1 07) 










2 なおこIl'-つけ加えみ!-、 IJ能自りなものがう区花の』色伐と従えられていたということがある ライ










ではなぜ fIT能J1崎県なのか。これは端的に、千11がそれを創造することが fIl ríì~J 
だからに他ならない。ライブニッツではデカルトと見なり、，，1')l'W:は神をも点余!ょす












I .つの尖体のqlに、 ft主の尖体を微会として神が変化をやじきせるとする機会Jf，¥闘の体系は(それを孜々 のよ
うに ，~抑jするのでなければ}少しも必定でない 犯には臼活性の{反，:ll_で 1-分であるように.思われ、いつも神的}J、
険会住帰けの神([)ell山島X 川arh山川を J克明できない仕方で~ì'í'*‘と して持ち込むことはないように忠われる J (GI¥" 
li6) 
r 'J~物のf貸住と熊感覚を t仮する続しいWr:の従吋1r. ( "!，，J: :僚会!取附fI~fa'・)が、神の命令から，f::・米における
n続的な章者決や効来を1手い去ってしまい、減lにいつも新しい)e動を渡求することを何とも思いもしないなら、…
これが神にとれ:まとふさわしいか (，}(，.E:つまりふさわしくないか)を決定するのは彼自身のすることであ
ろ j(; 1¥ :;08) 
S ライフニゾツは4・約千の.!(配する 1j}<j虫丸刈1(Ia ¥'(";le ~IN lI..l1t-あるいは l .e，r.~l'!.l'I~1 )と、卜分
な月1IのJ!;:.l'jl(k "，1'f;l)<' ，k 1丸山IS01lslIfl1"川l，')が文配する 1'JC尖IlJl!1 ( あるいは I ~然I'P'l!1 )をI.{別した
iでよ欠の主うに述べる
l しかしながらある人々ともに、水泳点月が神にf/~([しているのでそれは悲であって神の;なι次第である、と
(PJiaしではならない …ニれは、 IJ;U'~がi直前 1~ 刊川刊川町)あるいは治符の選択であるところの偶然}P'I'につ



















'-!i _ 'tL ↑間体と Iltwの関係
1，崎体と 1上手f.の関係がこの枠の'11でどう捉えられているかをさらに詳しく見てみる
b 可能1世界にも '州事jをA2.めるかどうかということについては、ヲイゾニッツ!iJf究家のIsで怠見
ヵt分かれJち たとえ1:1l\"， l('~'立、ラ{ 1-. マ ツ志:ah~tracl (.fll lI\の・に(i:t'~， を符うとしているとして、ライブニ ) 'J 
のノミナリスティ J~な煽を強制し f:凶作 l は.IY..尖役軍Zにのみのして可能i吐鮮は r:尚{~A'念j の集会であり、
r".， Iιl の1，{とへではないと Hf~すみ(~Ial円. B. nlr I'h，1ρ叩 ，1，:‘。fl.r，hnI;r : Mrt:rpl，;‘川円andtanf(Ia/(r. 0叉lord.
t入lort!1 'lIinr、IlyPn'明.19R6. 1)7:1)， ニれl'.ttしてイj}11 ひでは、例H.~念は OM"たる) p肉体tの保念であっ
ぺ l'肉体 かそtlに付されるすべての'~f'f を!むつ|のだと!燥する(1、h，)tllro.H 1.刊 hn，z'sPh，/osopllY of 






J比尖のlity~だけでなく可能 IltWにも{例体j を 114め、それぞれを独、k した 111: y~ と















る胤定であることになるから 、 他のどの{同体とも J~If能でありうる、すなわち共不
可能性を妨Ifる条1'1"-が存化しないとさえ， jえるであろう 7。しかしライフニッツは、
すべての IIf能なものが共可能なのではなく、 fiいにJ~uf能である uf能的なもの IriJ 1: 
の組み合わせが厳然と定まると i;，似する。ライフニッツはこれを、1!母体慨念に
(櫛」のつながりをイ.t与することによって主似しようとする。
:1:iえ]'¥;1と:土、 地'(/{ J. :.!: ~ r T，: <. '~":ë的 3: も，乃にも lfi f を~;:..:しようとすそ与え tj
で‘ HM アダムズの鈴・ζ ・rllt'on円。f川 1.，1川. (No"，.Q.I<);I，pp 211 2:11)に11えすみ w.，l，人的なLののみ
t' . (f/. を明'ど寸Jち.fil'if I A (''''11，.1，11)と.l'jいさt;. 
なお11't にザ~， ft，ライ J 二ッツの !'kイ1・ l に|匂寸る 11'91(0;(j)(止、 J イノニ y ツがllJ 能 i ，J¥(l()であるニとを爽
f.j， ~ろことにな人 J
7n.M 
I !何品ヤの 1ドL~勿ちず少、4共ミ 4れ、 3劃1 '守拘恥.がとど司ニ品か"ら，'1 1γ. ~." ~I小"‘\、 串ホ、Jろ与、'.之s待f守の:，t伐が 仏とq小、主う!.''1 ~ 、川:.f引;討It<.寸 Jみトの拍か.と
1、う工う 1な:こと{はエ.すべての品もりにi'j~と(I~なJrI(川1111円 l .-rm l1l1 Jlllrl.' 1""'1'、，)がそのIlIl で，~~j，'.1.すろようにJ思わiL7.-
4とを与えると、今のとニん人には知;.i， I~; <.ζr'ごちろ 1 (;¥D 1 !I;，) 
6 
fもし技々がこの慨念(例体慨念)の合んでいるすべてのことをたどれるなら、
辿統的な述釦によってついには下'di全体のうそ系列を合むことになる。 J(G n 39) 
「どんな{肉体的実体の似定であれ、他のすべてに対する(判lの)決定をふくん
















8M泊1('".Ibid. r> 77 
" このようなことをけ4ためには、吋然旬、概念が他の!同体との l関係jを十分に含みうるもので
なげればな Jない ラJソニ Yの州乍!"J::創立 j:~-jさ認会渇 いた:~)の形でた.Rìされるが、:Jl:たしてこの
形でf民俗1の I~(兵 を火すζとができるの'か、という1Il1怒にライフニッツn身が突きちたっている ライフニッ
:1.1，-17 i!J(・叱し. ダピデiソロモンの父であろ!とLジえの分併を泊して・つの指ヂを与えている((，n 
I~l;) それはダピデの父怜(patt'rnlt川)とソロモンの純子tt(hhaIIOIIl")をそれぞれ別のものとして扱おうというも
Jである ニの術Hをめぐってこれが ~U. してl.:ltì長d命沼への 関係'1'1の活花的内作なのか符か、という1m
泌が1¥てくるのであるが(rIbllll:¥I ro. pp t 32 ).ここではその!日l~に深入りしない ライフニッツの例外慨念が




~，J1，することがあり 1~; なくても 、 ~I~なる IltWの例体IliJ 1:をHIJj主いなく私びつける1!lぷ
がやぜかあれば、 fddい怠1.求jでのt'tIlt y~ I"J .t'Eは似持されることになる。たとえば
胤代の級制1論.fln';王将D. ルイスは、ライフニッツ l'iJf.語、 llfíj~ 主義的なな場をとり(な
おかつ「峨判定イ1:，i(tUJmodal rcalisl1lすなわち.fJL'K1げAと11'能Ilt界とがその「イバI:J
において同じであるという立場をとる)、またI;J械に・つの{肉体は・つのIltwにし









'J~物のつながりのために 、 ~i も小さなことがらでも'ぷ|祭とは迷うイ1: り }jをしてい
れば、i世界令体はそのあらゆる部分が令く述ったもの、初めから巡ったものになっ
ていただろう。 J(GfiI2)








Ivr L.n'l、.f) CIIIIIII.r(;，rlllal、.0、1m1. 11，1 k渦.1.19i3 
8 
トゥスたちは f(土~，)~のセクストゥス)にすでに生じたことをすべて合んでいるわ
けではないし、 ・・ ・それゆえ(.fJL'~の)彼にこれから '1 .:ずることもまたすべて合んで





















ドパックにより 、 111'能 Ift~rqliJ 1:が、また異なる1ftW-のf胴体IliJ1:がごくわずかな相述
を有するのみで(-っかてつの点を除いて他のすべてを JI~{jするような)、すべて
の{肉体が政官に対応づけられるような明らかな近似性、煩似性12をもつことがあり
11 ¥<1<111.. R主 Lt'lhlll/ ()，・It、r"，I1叫 Tlwハr.hlcallメr.Nt.w York 0、f01l1.0λforcl l'ni、.'nsil)"l'町、1
1~)91.pïG 
12 ，レイスも常にiせ界IJで1肉体が 対・に対応するとは述べていない ある世界の個体のj'Ht.、J守が他








!Nい立味の111)#luJ .t't (1't I1そ界近似性)も成り立たないものと考えられているこ
とをはた。
k<-山三















































日 1¥汀rηipkc.日 '1M刊刊1川川山1川叫1)'制“川1N('付「円《唱気剖1刊)' . N宛剖F
11山a川h“('(川11.01川l“，1υ 1.Co削3川rllν.1引 l' lIi¥、'(，'1詩心ilyPnν. 公s. I~ÎÎ (PIド).66101).1>且3. 


























I~ たとえば、 RII、1'1.1 I c，.，，(:./ 1:、 /'''~'/lflll ，，{ TlI(' 1'/1/'川 '1'/".，.{ 1，"'/I/II7. .Lolldoll.I;，.o，.:"λ1"'" ~企





アタ.ムと，:ったときに、布、はアダムを決定された例体(un individu dctcrmine ) 
だと与えていたのではなかったからだ.。…(中略)アダムの中にその述語の.i'flS、
例えば、最初の人間である、米側の中におかれる、その肋竹から神が一人の女を















































1・少し:Atー を碕ほしておニ J 才 J ワニ γ ツ I立'ζ令な長念を(お~~A念とし、イ;'，(:かな炭念を 1 ~.~主念 i
(I，llIlIi，刷、Jlt'nf"JII".)" 11011(111 .1・1TH'れ "e(けとしている(1;1139.ユ2)0このe;{念のj皐いを必I列するのにライツニ γ
ツがうちげている~j(i、'民{事保念の明j として I I'Jレキメデスがn分のれの 1 t -twかせf'kRJの伐念、持e'l念の作!と
してい l'心かん写:riF ~Jにあるすべての点をそのÀI(U にイiする i というような 1 球 れの慨念|である((;1:1') 
litr打にりいてはもはや.'II.fVJの必定はなかろう f'l慨念I止、このi刊からも19らかなよう 1・|永久的、つまり必然的
rvr.しか含まなt、1(11"，/)のでおり、必!~、的 1，{.PW.'J~尖兵.P~と央なり、~~~にの 111 ~~にだけ，，~I) :(.つものではない










































































































ある柿のI;J '1"1:が判断の Ijínをにおいてi~H.r-されていると I fえなくもないのである。
Jえ々 はIjiJf;1.で、技々の級相1'IJ析において、もとになる集合 Ix1 w(x)1が、現尖1:
y~ を合む II 1'ÍîEI1:Wの集合 IxI ¥'(x)& P (x)1 と現実 Ilt~~ を合まない IIf能 IltWの集介
Ix 1 ¥'(-:) & ~ P (x)1へと「分化Jするということを伺i・4した。
Ix 1 ¥'(x)& P (x)1 と Ix 1 W(x)& -P (x)1はlμ、に制|作れないものであり、 iJとして
IliJ .であることはないのだが、しかしい 1¥¥'(x)& P (x)1 C Ix 1 ¥'(x)l. Ix 1 ¥v 
(x)& -P (x)1 C Ix I \~'(x)1 という |則係によって、すなわちともに IliJ .集介からの分
化であるということによって、|山jfi'に f分化における系，;抗的なIliJ.ttJは仇リ年され
18 






































( r形而上学叙IJtJ13節に|均述した lì~述がある)という仮定では 、 JレピコンMを渡
るか波らないか、というのは背反・JI象と与えることができるので、 1]"能IltWははっ
きり:つの集合に分かれうるだろう。(ただし、その際r，レピコン71りという同有













いは此色とも紋ともつかないl暖l昧な ~Jlj&ではっきりと線がヅ|けないのと IIIJ+;k ， uj'能
IltW-の集合もはっきりとその制作を定めることができないのではないか、という懸
念を生じる。
ここで f，itA、~\.PR、観念についての省察J (Mcditationcs dc Cognitionc， Vcritatc 
t't Idcis， GIV 122 126)と題された、ライフニッツのdu此論を.PIWf.する 1-で非常に主



















































































にもっと長い1'(似があるとパうべきである。 J(G自301. デ ・ポスへのF紙から)

















を r.tJ!f:教のモナドから椛成される物質J にあるとしたのである~O0 {ì(~かに、この手
、この也にも、 '''1M'!: i野蒜 の'1'で、 1崎県(J.無限でなく I!俺際阪である 1(11(11-(，";)というデカ lν ト
の l'泌を術，兵し、旬以な十1"が(iイL しない 、 という 1 ，)守をi1!べている~\íJ析がある ((;¥' 1:17) 
，. C~lIlor， (; (;1'<111'1<'11'.¥ IJ/lanr/lυIIgl'lI 1IIl1lllrmllll<rlJrn IInrl plll/o、(l/，/II<r!lCn11I11ll/1<. 1" 、R、'01E 
i.rll1do. Ilt-rhn. ¥ !J.!l. Jl 1 Iη 

























20 (;"叫01". Ibld.. )..101 
I j冬美的Jr 向来的!という匁(~!tについては、湾口Brll' ，X ライフニ γツ去作集 IJi理学 {工作
~~， 1 リXX)pp 1; 1 I;;l に、 勺 nrah・gOI，'mi，tt合 I J も~，;~ J • r~1 叩0刷n:附"刊、可哨n仙B
なお 1必凶JλE品ぬItlという訳iは立命可従i止u荷?がつけt.
n d 111 ド Jl:男'ヒスハーヌスの~pr!lr'制定j (点者巨人テ人文H/t研究所 1981) .そ鴻伸夫{中iせの
~H民玲 1 (佐々 本jJ 漏 1・~/，. 史J 'jl‘文・中:.I 9x7. pp 50 71 )pp 7071 
25 
うち、 rkli義的.1nf，I:UJだけがイヂイ1:するとしている。 IJ行の辿いはそのi'¥iS分の{I:り)j
であるが、その述いをいう「形相 I (I~J r I;~絶的J という慨念は、もともとスコラで
'JI物の完全竹.のJ;t1)4をl三日IJするために1いられた慨念である。スコラの rJ形制的j












つの数j ではないのだから 、 潜イ1:的.1!!f;~!!の形を中に合んでいるということがJえる
からである。それゆえここから、先に花々が見た:柿矧のライブニッツの主張はf
mしていないとはてよいのである。ラ イブニッツがその11で行定していたのは(こ






ぺえるのだろうか。ライフニッツは i1ft 伴内j の特定の桃j主に、この'jミ無m~が現れ
るということは特に述べていない。ライブニッツが1~li -、この')三月号|拠の!日本的な形
に触れていると思えるのは次の・節である。
























以上、ライフニッツにおいて、'ぷ}!!~mtは 11 説の "1 でl'J百なくド張されるものであ
り、またその実無限は集合的可能It抗l，命にも(あるいは集合的可能慌界論「にこ
，.なお、カントールもヲイソニツツがこのように絶対，I>j'を尖俺限のーつの形と従えていたことは十分




















































































lt・ラ イソニッツは 人 IIIH~th新高 $11絡1ポ:3節で、 |ある τJI物が~{tする、あるいは'jdE
(1'，.，川，.1 cl')をもっていろというときには‘ニの')UI:ですら述.;~l(ll' pJ'<'dicぬけである I({; ¥' :l39)とj笠べていろが、
これを、火イ五するものの主on6主念が、 Jr.なる"fJttではない安ぷとしての{火イ正lをi車内保念として合んでいる、
と持干することはでき ない ライソニ γ:;(二本質カ勺〈イヂを合むもの合併1にしか必めていないし((;¥1 () 1 1)、また侠
ìi'!物の例{事~，{念に r '_kイtl が合まれることは、神の創造を ?:.~'，包することにもなるはずである ライフニツヅ(;t.ト
の引li1:筏〈ぬj'iで、 1 ，わる 在i!念の対象である 'j~ Ít;を 、 ζの対象と tl.(Uloy)とのII\~;い(COllCOII円}であると与える
















































































21 B~rh~r ， W， H. Lcihniz in Frallcc.ドro刷 Arnauld10γ。Ilaire:.4Slud)' in Fr('lI('h R('a('[Ions 10 





機椛，治的な物JlI¥字体系を{物Jlli学新仮説、 H体的il:助の則論j(Hypothcsis physica 





りについての簡易な証明J(Brcvis Demonstratio Erroris mcmorabilis Cartesii ct 
aliorum circa Lcgcm Naturalcm. 1686)の'IJで、物体の部下をモデルにしてデカルト
の述助法保存則(寸二街全体で質料と速度の和mvが保存されるとするもの)を批判し、
保存されるのは「結果の日jである(後に fii5JJJ vis vivaとも呼ばれ、 mv2で」之さ
れる。今1のエネルギ一保存則にほぼ相当する)としたのを皮切りとして、ライブ
ニッツはデカルト的運動論を離れ、 f jJ;'t J (dynamica)を形成していくことになる。
(なおこの短い論文が引き金となって、ライブニッツとデカルト派の論存との聞に





の変儲のうちにあるのではない、と判断することができる。 J(GN 111) 
そしてさらに、 )Jは延長的思J5・によっては捉えられない(あるいは「形象忠悦J
"Scω1'1町r，D，・I.('，bn，，"hy、E印刷，，1pluloメophy' ， Tll<' Cal1l''(/j(，. Cυ川 /)iI'l1υIJrυ UW1N1Z.引1hy 
N ，thola~ Jollり，'， C~"， hncll!C'， Cmnhnnl!c l "i\'，"~'ly I'l'r~'， 1995， p 272 
/" (;al'l"，I' ，Iml ， ，275 
'0 d， 1'lu/o'opJrrral /';1/'"印刷，dLC/I刊ヌ.Trans and吋.h)' L， E. L前m~rr， 2nd ('(! l)o'<(H'd，1 B凶 1011
~l' ， cld ， 1')(;')， " 2<)G 
31 
I川川rna叫符灼i川na剖凶ti川onによつてはJ縦j必4えられなしい、寸) ものであるということカか、ら、すでにJ給:?台守;てi去ミら






その後、 1:の4ネルギ一保存則にJIえ、 1691年の)). ;:品丈(GN161 167)では、物








きを「六言」し、刊1695年には r}J "l:式論J(Spccimcn Dynamicum， GMVI231-251) 
で、その結びつきを，jiJ従とした-つの}j学体系を柿築するのである。また「形相J
に|則しても、 IliJイド f実体の本性及び実体問の交通、また精神と物体の結合を説明す


































たと述べられていることである。ここでわざわざぬ則的以flRを幾何fjf:的 h;日I~ と lベ日u
してJ挙許げていることカか、らして(このような 'Jl作Fきj点iはそれまでのライフニツツのj刈j'
{ω州di究の丈献には}比Lあたらないと忠われる)、この f品.PIUl0J!;Lr~.J は、彼の)j午{ijf究





























.~ l{ulltcrlord. D ・ Mt'l iI(llt~司付、 Tft(. lal(' pt'ri刷 l' . Thr CmnhmlJ(l' Cοmp;w;Oll 10 LEIBN1Z. rd. by 
N“ft()l;叫 Joll('y.C削nhncll'('.Cmnh， 11'(' lll.v('，、.1)'1'，ぜss. 1995. p 1，8 
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1; ~~のJJl. liíJ を扱いうる }jlitJ'lI:'よfdjt主れたであろう。
以|・述べてきたことから、花々は、 ~1 '川lの最後で80.d した拡鋭的，.&，~~を行うた
めの、つまり集合的可能1ft持品を花々の・Jf物必，品・般にまで拡仮するための以{氏条
nは保保できたことになる。 }Jの概念への移行が、{いl体概念品の限界の，J.{ot.tの 1-，に




J'IlIH にも)~ I二変化があったとJ5・えることができる。 Iff能1":界が本米 iIff能なもの」
である以ヒ、それが概念的に俳成されることは変わらない。しかし、後で述べるよ
うに、 )J の慨念の'11のある議論によって.fJL')~1吐界が民I*Jの f法則Jをもつものであ
ると ì~張されるのだが、それに応じて、可能11げよにおいても、 fそれをえ;配する法
HUがイ{するjという I(Uが強く立識されるようになっただろうと考えられる。(なお、













ぬにおいてである。たとえば r 'jï 象の桜本(I~J起源j (Dc rcrul1l oriεinatiollC radicali， 




















:つの1>(~JIJ をはっきりと述べているわけではないが、 にもかかわらず、 後で述べる
ようにそれを統一することをぷ1愛するような記述が幾つかあり、またこのてっの)j
liJを慨悦して始めから・つのものとして論ずることは、下下に絞雑さを誘発し、議




























まず})(¥'i:-)は rh;((lfi(J0 J (pri 11 t 1¥' a)なものと「派'1，的J(dt' rt¥'at i ¥'a)なものとに分fti
される。そしてさらにその各々が f能動的J(acti ¥'a)なものと「受動的J(passi¥'a)な
ものに分飢される。 J;((lfi (10) )と派'1的))の|ベ別の)，~~は、 b;( (lfì的な )Jが各々の火体
のι 、Y に|則わる(~主体そのものを成、止させるべき)恨源的なものであるのに対して、
liIJ r，の/::.川、の'長{もも、ス(;t1，モ jド!と .1われるのである しかしよれIHl終的にfをおのモナドに
;%以さふる・、さものであ之、と与えるので、 f長行/}:-(すドのがJ主であるとしてニニではtiJ(iをモすドと1;l.I'J(よない























































Hガーパーによると、ライフニッツ lま 1676年に彼の初期の運動J'j!_論を ~tt始めたtliからこのJr，(日IJ の立
設にう削れ、ており、J:.l米彼の}J'-;q体冬において'1'心的なi吃<Mを糾うものである (<;;H1X'r， ihid . p :i1 1)
なおライフニッツはここで述べた治ド物体をモデルとした批判以外にも、デカルトの fi'I't1採用jにおける衝
突!.f'Il.翁が、 1 t'J然に ítをUtなし|とした波紋íf!:に l止するとして、そこでi~{? されると与えられたj'oj\動以はやはり
r }J 1ではない、という批判も行っている ( rデカルト rI尿均lの総論についての批判的考然 Ic; 1¥' :150 ~92) 
i色紙作もまた物湾'Fにおけろif(変な I党はの服用J(C~l 1¥' 1 (5)なのである
12 
状態にある。)
ライフニッツは物体的'ぷ休にMされ、 i勤のJ主j伐にあると与えられるこの r}JJ 
























F均的Jll.~良が究~:的には均体のfl;突I':~ ，C されるからである ¥1<-1. [). ・ド.-0111、時V(¥'it10 I'"mal)' Forcc '" 




pr(lpria)f!~るが、それに対して他の物体の衝常(imp lI ls lI s)は、いわばJi}Jきと制限


















も、依然 rf，出イf的J(accidcntalis)なものであることを免れないと Htえする(G[J 
257)。すなわち変化や変係というのは、そもそも変化しない持続的なものが般庶に
イ1・するが此の変化でなければならない(rすべての変似のドには持続的なものがあ





れまで辿ったライブニッツのぷl命の流れから1'1ずと符えが将かれよう。 iili動 }J を)!~
いたときにすでに、ラ イブニッツは)Jが延長性に法礎づけられないもの、さらにそ
の汗jitにある形1()j-_学的なものとしたのであるから、ここでその述動)JのJ主体とな



























述肋))とは~'~なる次 Jt.:で í )J J をm定すべき即1 11が存するというわけである。この
ように、尖体性そのものの叫ボとしても似始的能動的})が必安とされる。あるいは、












相I(1a formc substanticllc)あるいはアリストテレスのJlI，iftをJ1いて r(第・)エン
テレケイアJ(1・entclechiePI・cmi告rC')7ともs?い換えられるCCIV173. 169.511な
ど)。
しかし}J;t(lfì的}Jが必要だといっ }f~I(lj 竹下的用[11 はそれとして用併できるとしても、
11始的))と派中的jJに分ける45え}jは依然、として不可解なのである。 }Jt(lfì 的})は'j~
体の1'1.抜の十，Y{)OC1Mぷであり、 ~}Fc /l'(I()})は物.fll現象を IIJるものである。物.flH現象の，Ji
"このf'imでl二、 E子、治的)Jtiスfιの 1;').t! Jの!京湾ではあって i. :-: ~，i'U の!臥舟にまではなってい
~い !献とj~~ )jどうしの;竺的なi~d! . {;Ij IJ¥されていなL・A・ニである こtが小されるのは次t'1iで高ずるもう .Ij
のJ) fT; ~を2においてである
S l，t，j 勾lの主うに、アリストテレスでt.1.r. ンテレケイアは民縫うと的可能的な ~1れがその 11 的である形割i
を'よ ttlJtにねした~k態を;7 うが、 ライソヱッツはそ・の.~.ti人で 1111.、ているわけではない l ライッニッツは f :r; ・ 1t
'1'のdci"i と 'j~{~慨念J (1l;91)のI(]で. (/(~.古川~)能動的}Jtiス:Jうの 1 t: 1'1/)治勢})I (P()I"III'~ "'ICI~)と í1・JIlぜ
のものの'1'ill!・j，'ifr.すると巡べていろので(<，1¥11>明、ライツニvツのJン「レケイ γIまγリスト Fレスでいう
~r' 1 Jミλとrネルゲイアの'1則的なものであり. I I'I~'.え;成 }JIという iうな必.味あいを込めて)lJ~、られてい
ぺ、
? ??































かに先の例体慨念IJ~と符合はするのであるが、これだけでは、Ii然 Ilt y~の市な 1) は ì:_
，;Uし刊ない。しかし、 /};t!lti的)Jと派'1，(I(j ) J の(あるいは').~体と物的現象の)イバ正の
次 lじが分けられていることが、 Jえ々の大きなヒントとなるのである。 /};t(lfì(~~) Jのi削


















はこの「庶抗j の 'j~丈の分析からはじめて、叉:1ih的 )J にも能動的))と l，iHぷに、 r /};( 
























































ち 11 1'1 し符ないことは，:うまでもない。)，f~体としてのJJ;t!lfi的受動的な}Jがまず存し、
それが能動的}JとIliJじく「物体のHr突|を契機として峨々に派生、変科するのであ
る。それゆえ物体のJ氏抗そのものは派'1:，的 )Jであり、 jl;(始的}J はそれを'1.みC'I~す原
則である。なお、この受動的)J は「受到~J と呼ばれはするが、それがìj1，に他行の行
!~を受存するための~・IJ~ として号えられているのではないことに山立しなければな
らないの能動的}Jと1，)じく 、これも I}J Iとして物イ本にもともと i，人jイ1:Iするもの
であり 、れらのMLPi!(lJ;(始的)J)に従う，'，発性をイfするものなのである。10
， 'ltなる受動をぶすのではないのに受動的}JとU'j'ばれるのは、もちんんもう ，Jjの}Jil，能動的lと
















(matcria sccunda)において微々な代}jで現されることになる。 J (SD8) 
ここでは延長の原理であるとはI'{接述べられていないが、このqJで原始的受動的
))とて引nされている f第'質料jなるものについて、他の筒所でそれが「可う門主の
J!;tJlWc principc dc la di¥'isibilite)j (G I 12別であるとされたり(すなわち一般に延長
はI[分的であるのに対して、そのlJl理となるということ)、あるいは f第ー質料は
…延民(cxtcnsio)にではなく、延長への要求(extcnsioniscxigcntia)にその本質が存す








人l槻使Jλtl必苦 J沢{、 A品ぷ主4村札t.、 1巾9ï9別)~筑完 3 I伊F‘および寄第n司常聖 l刊3ηlpバ12引1.1ロ22に6Iしい
51 
を dめたであろうことと山係する。物体の~jHiLとして、~) 1 イ1:， 93{1:の l論文では r'~'t't'l:J
による妖抗だけが45・えられていたが、 l'にづ|川した r))lt I式，沿jの，記述では「ポIf
人刊:Jも紙抗の つに人れられている。以後、たとえば1699{1:にデ・フォルダーに
宛てた下紙の'11でも、 「物質の紙}k(~l atcriac rcsistl'ntia)には:つの・ji納が合まれて
いる。小IJ人't'I:(impcnl'trabi litas)すなわちアンティティピア(antitypia)と(扶花の)















分離の関係にある。つまり [lfJj{'i'は概念的つながりをイ{するのである 310 ライフニッ
ツが村'1主と神学の)j7);について 11・いたあるs論文の'11で、 ri託抗J(Antitypia)と[物





担Wl.からまず壬~t的))07' ~， uか，とめられ、そこから 引火的に[1賞t'tI ・ tいても怪長カ旬、"II，t~であると i 泌さ
IIろt考えιれる 次の 円はその処約であろ I 物{I" ・ 3うける受動的)J';t i，~析でfi~ ーであり、その物{弘の人



























に 、 jJの計測は、 !l~物から真.の形而上学にffる入り円(porta)である 。 これにより、 …デカルト主義者の誤った疑
念から均神が次総に(paulalim)自由になることは隊突である…。もし精神が羽生協もせずにこの段も衿警な場所に
J浮かれたら、そこで精神li実体と物体の思いもしない本位をその飴まりから全節、突然見ることになり、あまり
に多くの光によっていlIimiaI附けはが舷・んでしまわないかということを恐れなければならない。J(G n 195) 
43またライフニ γツli、 I延長jという[民念Jが単純阪念ではなく、それは「多敏性J(pluralilaぉ)、
|連続性I(COIlI.1I.lIlas)、 {共存性J(c肘XiSll' 1Ili a)といった慌念に分解nr~な(r<'Sol\l b.lis)複合際念であることから
も、延長が・l~敏の線本原.l'l1ではありえないことを爽付けようとする(Gn ) 69)。たとえば延長はつねにお部分に


























































-';であるとい--1.;念をnt，KItる d. (;arlx.r"I"，/. ，2i3. ¥'.10，011.じ I.('，bn.zS Mer.aplJ)引門 ，¥1I1~I(mral and 
























あり、それゆえまた緋成~:ぷたる:つの)J は ~:.M としては独伝に年察されうるが、
いずれもiiq虫ではイ{イ1:し何ないものである。[""能動的なもの(=原始的能動的)J)
が受動的なもの(=第.'fi料)と紡介して完全な'ぷ体(sub日tantiacomplcta)を構成す
"・なお、 J!'1.1t.i的受動的))にも、 j京hft的能動的J)とliJ様に、ある刊の i持続的J刻字lとしてのれ怖が.a
められるはずである それ必え. ((-1>のり絞nの J，~必lよ 、 能動怜.と受動性そ併せた 11原島ï'ì的 j)Iにあるというのが
I.Wであろう
56 
る。 J(G¥1I329) iJ;(tfi的受動的)J…は、 4 ンテレケイアすなわちlJ;(始的能動的)Jを























允jι.R11f(l，' I'rlur，1W C¥e la I如、011~ufr.，~nH'll- 以することになること((;¥'山りなどが主たる理由である
'IUCスレイ，Jr(;1、 ライブ二ツ';;カがrj依を終的に4均句t体事Eが的ド均Jて実迄4体弘を !J現克旬敏~J として処2理理するまでに、 E功方{体払的笑
4休~.‘をめ 〈ぐ.る J イ γ ニ ツのF煙聖a占=カが"1つの段F陪晋を皇叫tてい〈ことをf抱昔制J樋渇しているカが'(Slt.叩:1.，山bω)jd.p仰p.961川01り}‘ そのよ
うな事均か‘い?受変z忍璽の検d拭.J'(はま、ここではt符宇えt.い しカか、し，つ指t脅しておかなければならないのは、均体が -n_I現
匁 とは3じめられた後にも、いわゆる Iχ体的処伶I(、・叩刊111msul円 1:1111，1(')なる与え}jを持ち出して、ライブニ '1
ツが物体的尖1"'-をも尖体であると認めうるというような見解を・んでl¥しているということである これは、ラ
イノ ッツがデ ・ボスに週刊もの泌慨をライ 1-，ッツの実体議の'1'で必19lするニとを;Rめられたときの fiき択肢の
・つItして/11された45・え }jである これをどう~f{1帽するかでライフニッツ解釈がかなり変わってくる IIJ能怜が
あるのl'か、代#としては、デ・ポスとの舟nilrn小にしかはられないこの与え)iを敢えては選択せずにおく こ








が戎々の1 '(援のぷ象内容と結びつくもの(すなわち花々への f1t!Nの位按ー の現


















いるし(GI 1(0) 、 また1\1. ゲルーが述べているようには、 組主 111: 界の物.fI1!j1~WJ (たと
えばmv?が保存されるということ)は、粁験的な民約(con¥'cntion)であって純粋な数
学にだけ法づく絶対的必然'内をもつものではない(つまりライプニッツのj'~ .fII[の分
S匂'(;"("rro，lI.M.. J.1'，hmz {)plilll"""(' ，" "^'，;tpil門川町、.Part気. ¥"h'l'r MOnlail(lr. 1~)G7. p lR 
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いう場合には、もともと ijJ であるものが別の i)JJに変わるということである













「延長は、すでにl前提されている活動的(努}) (t-Jn i tcn tis)で抵抗的な実体の述










ip. .の尖体 (の第 -質料)が「拡散Jr反復」するというのはどういうことか。こ
れはやや捉えにくいが、日IJの筒j肝では「同時的な拡散あるいは反復(simultancac





大きさのないものから大ききカ"l lt ~持'1=. じるシステムとして、拡散 o Jx.彼という
杓なおニうした与え !jは、ライフニ y ツの I~IIIII 慨念と必ずしも低触しない アラー?とのイn'，な
必争でも知られるように、ライフニッツ lio~11I1 を 1 Jt・{I:の紋1(.J (In 01・rlr('cks r打《

































'1:-I はどのように~1~えられるのであろうか。 tit;段 1;砕をはてみよう。
フイフニッツは、 [物体は多数の・J~物そのものであって、それゆえi ンテレケイ















G 1193など)は、それを怖成する伽1々 のものがそれらn休で全体的 f-Jをなして
いるのではなし、。その r-Jは、それを点象する技々1'1身によってらえられるもの
である。つまりそれは fそれi'l体による -J(unum pcr sけではなく、 flJ.イJ(J() -J 
(lI11UIII pcr acciden、)にすぎないのであり、 「観念的 -Jなのである。ライフニッツ













いては、全体が部分に先心:つ。(Inactualibus simplicia sunt antcriora 









































，0ライソニッツはこの他に も|線の分別|を例として同僚のJ認識を行っている じれれ)1 1!J2 
川;欠のようにも述べられる |現象はつねにより小さな現象に分別されうる …そしてiたしてれ小の
J1-I.匁("，，，，，，，，~ plm"1I01ll"I1>1)にかl返することはない I (;1 :l(ì~) 
リ fすべてをこんがらかせ、連続の合成という迷符を1下りltIすのは、主J.!念的なものと現't的なものと
を泌1，，)してしまうためである I (CI¥' 1!)1)あるいは次のようにも述べられる 1段々は観念的なもの(I(lraha)を
文lt;的な文体と泌1，;)する そして可能的な秩序の'1'に現実的な帝都分を求めて、また現実的な話下せ~めの'1'にィ、係
主的な(lI1dl'l!'rtn，"a1a)合唱サを求める11'、 3宝校体のj玉沢、角浮きほぐせない，{-析の内にi'lら陥ってしまうのであ















現象でも仮象ではなく「よく法礎づけられた現象J(phenomenc bicn ronde. G m 636) 
であると cjわれ、あるいは i:間性と客観性の両側面を併せもつものであるというこ




















~11対的なMかなのである。 …延長はこの七体の成る竹町(qualité) 、 ρ成父る属↑性吃
(何at仙tれri治bu凶t)卜.一….一.を11‘)百削i






















ライフニッツにおいて側々に1)(:~JIJ されるものというのは、必ず 1Iいに民なる'~I: 伐を
もったものでなければならない。 fp注目IJすることのできなし、(indisccrnab1c)つの例
体はイ1:イ1:しない。 Jf ，，~~>JIJできない:つの事物を忽定することは、 l ， iJ .の'[1物を;
つの名前のもとに拠えることである。 J(てつの引川、ともにGW372)いわゆる




















































































合{I:}jでもちうることが与えられるだろう そうするとこれは 1 :に、延長よりなる




ゆえ \改訂r'íiZn~'~; 、 集什そのものに|叫する 11:1起には!日jの議論がそのまま適川されう
る。)
このように、孜々が来集する延長的ぷ・J~物に、 t'llの悦点よりする í -つのj現尖
IltwがMI，むするのでなくてつねに抜数の集作的1]"能1":叫が対応させられるというこ
とにより、正に我々に現liJする1Iげよは、"r.lt界のiEなりのうちにあるということが









momcntanca)(G IV 2 30)とも，;われ、それn体はl舜HI1I時IJにしか成、主しないものであっ
て、 切ーの持続性の根拠は、その背後にある r1JJに有するのである。そしてこの
' J ~物は孜々の「観念J としてあるわけだ.から 、 花々の点象も-つ-つのぷ象の辿な
りであることになる。(ライフニッツは花々のぷ象が、 r .つの1.<.象から他の点象
へJd・uncperccption a unc autrc と推移するものであると述べている。 G \~609) そ
れゆえ政々に境内ijする Iltwは、はじめから持続する令体としてらえられているので
はなく、瞬間的な現象のil杭として与えられるものなのである。ライブニッツはこ
れをときに、 ij主続的u1li~.u (c rcatio COl1t i I1l1a)(G I 1 (18)という II・xjで点現する。孜々
の Iltwはそのように成、'i.するものであるから 、 たとえ物JlI~i.tWJの・立性があっても 、















































'k.の i議論でも 、 主体がnf;.fì (l~}Jによってその fl"J-t'l:Jを保持しうるものである
ことがt仮されていた。 (J;(!;ji的能動的}Jだけでなく、原始的受動的}Jも紡J"jは持




















r 'J~物のノド性は 1.;1 形的(uniformis)であり、全寸:'IÎj を構成する他の単純実体と我々
の本'rl:がJ!1I，I浪に異なるということはあり得ない。 J(G Il270) 
r (尖体の)能動的原理(principiumactivum)とは何かという…問いには、精神

























ための新，JU-1695，以降、 i:t，IJfl' J amcと「実体」が??iFtしうるものであることを
ぷ峻するようになり、 fモナドロジ-J 171 ~・の頃には完全にそうした認識に心;っ
ている。)ただし、すべての尖体が段々と ItiJ~;な利神であるというわけではなく、










令性|を備えたものであるから、，j : i Ii全体を「、IリIVJにJ(distilldlcnt)1<象しえず、


































この!人l符に J，~づき、 }Jの概念全体の ITf定式化を Iχl る 。 '主体レベルでの原始的hの内
科を充実化させたなら、逆にそこからノト .1立派'1:.的レベ1レへと降りようとすること
は、、Ii然必要な淀みである。しかしこれが、派生的レベルから実体レベルへという
liI (.1の辺のりをそのまま折り返すことにならないことは 、 これまでの議I~おから間 lit.
にF忽がつく。ここからのt浪ti命は、少なくともは掛け卜は:、 }Jの新たな定式化であ
るようにはえる。









けれどもJ5・えてみれば、先の. 義l論でも 111始的 }J と派'1:.的 }J1i~ r世立するJ全くりIJ





では JW1fìと派'1:，はどのように I{別されるのか。 ライフニッツは点象を 'j~体の1((践
的な作1としなカfらも、尖体がぷ象のlp.なる f点J r~，HéJなのではないとして、




























定する働きをするもの(detcrrni na tio)なのである。 J(G n 262) 
II 
111始的))はノトベ"À~<の系列の rUJliJJであるとされる ':'0 (あるいは%体のもつ







つつも、それらはf!liJ. J 'j':iiの点鋭に附するものであることから、 (他の，j': 'JI iに
対して JC民化された)この字出にI~~ イiの「作i目的秩J{;のWWJJ (Loix dc 1・ordrc












と:I i)iUlj.l<十|がi')J(されているとする1，]きかあゐ (I'とえば、 R，、"11.IIml . p 9i )しかしライノニ"ツが Ii); 
U~ J をはうようにな;:，1]' 1止、すでに観念占的 }JQ e:r.念か!!.ま形成されてh‘らで為り、.R!.にP以4ω台れuσj比t!かψが1川IJいよら3パtれt 
る!仁.の1持ヰn筒納t向'，vのコま終冬わ;り}のE必沼予分〉にlは之 I J永主背敏nお引tれ{“1"'1('1"刷It‘仁山.
y沢'{!，令:之ろ、』必r， J辺!!~象良が fj . ~‘に3欠〈わ.サJf合2う({刊ο刷1陪pll.川‘11¥‘ν什.)川I(肝似fη;112Cilり}ζJあうる そt札tゆえ fがえ/.jで Iはζ先qの)t真誌で JV，(';ì的))のi;;U~
ni・i1うことはしなかりた 火際、夜後をス!~の~~~I:として {fイ1占有的レベルを分けろ先の泳誌に I t"~~llの比~~I
士1てはめることはで主ないであhう
巾 Ii終起jI:WVI らかにU.rllnjなものが合まれている それゆえノイソニッツ!ム χ{もの火匁の1)J!IJ
から IU'j 11的なもの(1・I1J>M<lIoalがMねすろ 1(1; lI:.!fi りとも述べていろ
ニグ、主有のi伝ttから、 I ，~'I 的 ))1:' r {f'!Cの1!:Jjf (d.・、1..('"'，1'.." dと!， ， tl.、~えうれていろ (; ¥' 
??????
i8 
拠しているので、 IIJ:W-の始まりに I;~ して1111が各々の'ぷ体に似始的))と共にその初'J Jri













































る1己述のqJで「能動的力(visacti¥'a)は、花に通常、 )Jと呼ばれる…J(G IV 395)と述







ネt;Jllj 、 IJ;Uzfì的能動的))はJ~Vl{ì的受動的))を ql に取り込んでしまうことになり、能動
山I{"、1'1.1，"1 . p I(i. .\d~1I円. p :W:l 























































なLリ・ろう 関係するてつのものがJ~I' 怠ふあるいは1!?併を持つ地合はほとんと'イ1・幼(' ì'~ 1I 1 eされると忠われる
たとえばボクシングのぷfTなどはHj唖であ為う しb、し必ド物に人が勺t'ろというt品fTはどうか 込ト物が人I
り11JlYr.:火事tをもちうると，tえるのか このぬ'.'t(i~ "に、これが l能動・・'1:fbIというl切係に収まるかどうか
も HiJ'~!Iとなる I tろう ライソニ yツliζのような'Jif刊をどう考えるのか、 ・つの与然流沼である
82 
ると与える さてそうすると、 j以始的能動的JJ と jj;{始的受子)J(!~J Jは全く相対的なも
のだということになる。ある実体のみ;象が他の'jJ本の表象より判IYJなときには、 jdl


















































r~キ々のもIHIII{ame)は、 .1!!r:m~ をみ11注し、すべてをdp位するが、ただ混雑に 1:tJ設す
るのである。それは n史、在、が~flj: j;!; を i性本していて人きな ~11j: 1!日りを聞くが、その
iTの全体を桃成する例々の波の(~.を泌維に，i2.p:，;(してそれらを!ズ日ljできないのと Ilil
'.1メイツ1.1子イワニ yツか')えた微小火後の':!.p.;，を 4つにう上納している け1>1刷、•，/m/. p 202 
81 
以である。泌雑なみ象は、十.j: 'diが技々に対してなす印象の結決なのである。 Jf 






















'-，2これが!~/j、火寄託のたとえであるよと I立、 人!日j悟性新治J1'-i:の次の記注より明らか i…微小災
匁をι.)主011解しても=ぅt.めに、i.J.li今まで海:告で聞かれるj悔のおき.1毎日。りの[河を用いることじしてき
そ I <1;¥' I I) P 人 IUI恰性新命の必ì1!1"よらず i の~'JfI ( fJ干'.1'十1.:1&づく臼然と思総の原理j努 13節}によっ
たのは.このんが‘宴後を得~);いため













さて、Ilt~~の杭なりを与える 1--で、孜々がいま ii: 1すべきは、1<象のこの無意識
レベル(微小長象レベ Jレ)と /J.~tOC レベルの|ベ別である。まず、この[;(別を入れるな
ら|花々に現IjiJするIltWJは(立品的長象jのレベルで成り、kつ1そ界であると言わ
ざるを作ない。このレベルでは点象に対).じする，;~'kf本の例目1] '1主が、ある全体的な質
の '11 に失われているということから、 I~J らかに品尖体は「不確定j なものとなり、
ここに1ft界の恨なりを，;-うべき必要な条1'1:は繋っている。(このよLは先の}Jの議論
とほぼloJじである。)
では「いかなる万U~でj また必:1:lX (Y-) 1<象の成り伝ちの「どの部分にJ!1f:Wが~な
1)合うと云えるのか。このi議t命においてもやはり f延長jが核となりうるのだろう
か。




































のだとする。命主 (17101j=.:k!ffiなし G¥ll328 332)の'1'のJ己述である。
rJM肋の本't'tからlりlらかになることは、物質の'1'にJ;t(.Ifi(ド-)..Lンテレケイア
(Entrkchia primiti¥'a)が分散し、それは氏えることがないので、花々はそれにえH')J







(rcpracsentatio)に他ならない。 J(G ¥l 329，330) 
ここにライプニッツの、})慨念の統 aに関する・つの見解がノjミされている。リ|川






とで、いかにも実体の!1始的})が、 .}jでは他の'主体と J~に現象を織りなし 、 他}j





川、I'Q1 ~Ì' li 、 I外的変化|を|派/1的))1と私iびつけ、 11-)的交化|を 1;'.が1的)1と鮎びつけてい

































で、フイツニッツがこのような ιI誌を I~J冊;にムlリ j していると忠われるí&íl好カfある 。
r 1 1:慌に・I~物を 47察するなら I iえることは、 'h物にはIji純な'ぷHqsubstantia
ぉimpkx)しかなく、そして'主体にはぷ象と欲求しかないということである。さら
に、物質やil:肋は実体ヤ・I1物というよりはむしろ長象行にとっての胤象であって、
その現象の尖イt.-rtは、~~ミ fí' (l身の(線々なlI!iHIJ にわたっての) ，3再利(harmonia)



















IJ止'4lJとl・4示It、ぷJr.を符観的{時IJI(I (火体IJIJ)'作~J.I的関係}、 fを r.. を 1:観的側 l削( 1鋭的A後)m; ，Ij， 1，1)riが
予定引向lでゥつにがれる.とするだけではノ;ト?なのぜある d R，..r1"， N 1"'110"，<， ;¥11 1"，，，./1('，" ， 11、








た。ライフニッツはこのJZ- え )jに )o~づいて、さらに特定の実イ本HIJ に「立配J
(dominatio)関係をιて、それを精神と身体の関係に当てはめようとするのである(G
















“アダムズはこの hr日]でHf私的な還元の Jけんをj主べている(;\<1，1111、•，llId. p:IR 1.)が、後n身も認めてい
るように必ずしもその，.1.;'"はうまくいっていない
91 


































の後{í.において成り \i..つ。立lIìlt的J;.象は微小火象から 1/lo.J~比J するものであると J5・
えられるが、このとき元々 f例jとして実体に対応すぺく成、止しているものが「全
体的質jをつくりだすのである。ここにはIf上界の重なりを言うべき根拠が市むと思





































































は、このような i1そ界の取なりjを、 ( i .J!，p故jに対附される) f存イ正jという，?
!誌でti-純にiFtき換えてはならないということである。もしこれがそのまま「存イI:J
95 
に i~~ き換えられるならば、 fllJはfJl')~Ilt非を他のIfiEII:WもろともrilJ.iiょすることになっ
て、 JL'kとIf能とのIJに本米おかれるべきT<:>JI]や、あるいは11の創造のなl味が失わ
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